
 

 

令和５年度 藤沢総合高等学校 学校評価報告書（目標設定） 
 

視

点 

４年間の目標 

（令和２年度策

定） 

１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

教育
課程 
学習
指導 

①生徒の学習意欲
を高め、進路実現
を図るセメスター
制の教育課程編成
と組織的な授業改
善に取り組む。 
 
 
 
 
 
②課題研究等を見
直し、課題解決力
や表現力を高める
探究活動の充実を
図る。 

①1)効果的・効率的な履修
指導体制を作り、生徒のニ
ーズに適う教育課程を編成
する。カリキュラムの枠組
みを検証する。 
①2)共通テーマに基づいた
授業研究を組織的に行う。
主体的・対話的で深い学び
を実現する。全ての講座で
１人１台端末を活用した授
業を充実させる。 
②課題研究の取組みについ
て、現状分析し、内容等の
充実・改善を行う。 
③総合学科の強みを活かし
たシチズンシップ教育研究
を進め、生徒の学びを充実
させる。 
 

①1)年次進行型セメスター制教育課程の弾
力的な運用、55 分授業の実施形態の変更検
討を行う。 
①2)共通テーマに基づく公開研究授業・授
業見学会を実施し、主体的・対話的で深い
学びを実現する。事例を共有し、端末を活
用した授業を学校全体で充実させる。 
②次の10年を見据え、課題研究の改善を検
討する（研究テーマ設定の手順等、情報収
集）。上級学校等の外部資源を積極的に活
用する。 
③「産業社会と人間」の授業で外部の教育力
を活用したシチズンシップ教育を行う。 

①1)年次進行型セメスター制の弾力
的な運用形態、今後の日課表につい
て検討することができたか。 
①2)公開研究授業に 50 名以上の職
員が参加できたか。授業見学会に全
ての職員が前期・後期あわせて２回
参加できたか（のべ人数）。端末を
活用した授業を拡充することができ
たか。 
 
②今後の課題研究について検討し、
改善策を示すことができたか。外部
資源の活用を増やすことができた
か。 
③外部の教育力を活用し、研究２年目
の成果が得られたか。 

 
生徒
指
導・
支援 

①部活動を活性化
させ、生徒の責任
感や協働力の涵養
を図る。 
 
 
 
②専門家と連携
し、生徒の社会的
自立を促す、きめ
細やかな生徒指
導・支援の充実を
図る。 

①部活動・生徒会本部・委
員会活動、学校行事を通じ
て生徒が活躍する機会を広
げ、自ら考え行動できる生
徒を育成する。 
②組織的な教育相談・指導
体制を整え、生徒の安全安
心な学校生活を実現する。
自らを律し、互いに尊重し
合える生徒を育成する。 
③外国につながりのある生
徒に対する魅力的で効果の
ある支援プログラムを構築
する。 

①新入生や入学希望者への部活動紹介等、
学校内外への情報発信を工夫する。生徒会
本部役員中心に部活動・委員会等を活用し
ながら地域と連携した学校行事を運営す
る。 
②SC・SSW と教育相談コーディネーターと
の情報交換をより密に行う。１人１台端末
を活かし、「かながわ子どもサポートドッ
ク」を効果的に運用討する。 
 
③通常の授業、翡翠祭や学校説明会等への
外国につながりのある生徒の参加の機会を
増やす。放課後学習支援の内容等を充実さ
せる。 

①部活動の入部率・定着率を上げる
ことができたか。学校内外へ新たな
方策を含め積極的な情報発信ができ
たか。地域と連携した学校行事を実
施することができたか。 
②緊密な情報交換、定期的な課題整
理、共通理解により、生徒の安全安
心な学校生活を実現することができ
たか。「かながわ子どもサポートド
ック」の効果的な運用ができたか。 
③各取組の参加者ののべ人数を増や
すことができたか。放課後学習支援
の取組を充実させることができた
か。 

進路
指
導・
支援 

生徒が主体的に進
路を考え、実現に
向けて必要な能力
や態度を育む指
導・支援の充実を
図る。 
 
 
 
 

①「産業社会と人間」の新
プログラムを円滑に推進
し、持続可能な取組みとす
るための検証・改善を行
う。 
②外国につながりのある生
徒の進路保障のための支援
プログラムを整備する。現
在の進路支援の取組み全体
の検証・充実に取り組む。 
 

①実施後、評価を行い、内容・推進体制等を
ブラッシュアップする。 
 
 
②外国につながりのある生徒の進路支援につ
いて、卒業年次に向けた具体的取組を行う。 
進路状況や生徒の客観的学力について、情
報提供する。 

①キャリア教育の視点から新プログラム
の成果・課題を検証し、次年度への改善
につなげることができたか。 
 
②外国につながりのある生徒を対象と
した具体的資料等を作成することがで
きたか。 
外部ツールや学校情報を進路決定に
活用することができたか。 

地域
等と
の協
働 

地域との交流や協
働を深め、信頼さ
れ開かれた学校づ
くりを推進する。 
 
 
 
 
 
 

①地域組織・行政とのつな
がりを活かし、地域への貢
献を進める。地域人材・資
源を活用した授業等を充実
させる。 
 
②中学生に選ばれる学校で
あり続けるため、総合学科
高校の魅力・特色について
の情報発信を工夫し、広報
活動を積極的に展開する。 

①生徒の地域行事・ボランティア活動への
参加、地域人材・資源を活用した授業等を
広げ、総合学科の学びをさらに充実させ
る。 
②広報活動の充実に資する新たなアンケー
トを実施する。総合学科の魅力・特色を強
く発信するため、ＨＰ・説明会を一層充実
させる。 

 

①地域への貢献、授業等での地域人
材・資源の活用を拡充させることが
できたか。 
 
 
②新たなアンケートを実施すること
ができたか（新入生・卒業年次）。
ＨＰの週１度以上の更新、ＨＰ・学
校説明会を改善・充実することがで
きたか。 

学校
管理 
学校
運営 

職員の教育力や事
故・不祥事防止に
係る取組を効果的
に実施し、協働意
欲と組織力の向上
を図る。 
 
働き方改革を推進
するための職員の
意識改革を図る。 
 
 

①防災・防犯計画の点検・
見直しを行い、生徒のいの
ちを守る意識を高める。 
 
②職場の心理的安全性を高
め、事故・不祥事ゼロを実
現し、協働的で働きがいの
ある職場を作る。 
 
③職員提案を活用した上
で、教員の働き方改革を進
める。 

①防災や危機管理マニュアルの点検及び周
知を行い、より実践的な防災訓練や DIG 研
修を行う。 
 
②心理的に安全な職場を作るため、考え
方、具体的な方策等を職員に理解させる。 
 
 
 
③職員提案の仕組み、勤務時間管理システ
ムを活用しながら、教員の働き方改革につ
なげる。 

①防災教育を充実させることができ
たか。生徒・教員の評価を通して生
徒の防災意識を向上させることがで
きたか。 
②職場の心理的安全性を高めること
ができたか。月１回以上の研修・情
報提供ができたか（アンケート・自
己評価）。 
 
③職員提案の仕組みを運用すること
ができたか、働き方改革が進んだ
か。 

 


